
大全のアナログボードを使ってイベント駆動型プログラミングをしてみました。

PIC16F1778とMCCを使いました。

MCCは一見どうでもいいような関数を出力します。どのように活用すれば開発者
と同じ方向を向けるのでしょうか。

先日、MCCが吐き出す関数を眺めていましたら、これらがイベント駆動型のプロ
グラミングに都合がよい構成になっているように見えてきましたので、

これらの関数のみを使用したプログラムを作りました。

ボリュームの開度で LEDの点滅速度をコントロールします。

MCCの工程は 4つで、メイン関数内に 7行書きます。

MCCを使ったイベント駆動型プログラミング
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まず、イベント駆動型プログラミングに注目した理由

こいつがイベント駆動型で、小学生が使い始めるから…



MCCを使ったLEDの点滅とボリューム値の取り込み

MCC 出力関数不使用、点滅のみ ボリューム値の読み込み付き

緑囲み部は MCC が出力する関数、よって自作関数は使ってい
ませんし、作ってもいません。

イベント駆動型プログラミングではメインループが停止しない
前提で設計されてタスクの追加が可能になります。

__delay_ms( ) を使用した従来の記述。

LATB4 が LED なのをコメントで追記必要。

遅延処理中にメインループが止まるのは、フ
ロー駆動型プログラミングの限界。



MCC実際の操作１



MCC実際の操作２



MCC実際の操作３



MCC実際の操作４



MCCが出力した関数を見に行く１

自作の関数を減らすことがデバッグ時間の短縮に直結しますから、自作のスキルがあったとして
も純正品を使うべきです。呼び出しコストが問題になるようなら、マイコンのグレードを上げて
対処したほうがよい結果になる場合が多いです。

ポートアクセス用の関数の実体はマクロ
なので、ヘッダファイル pin_manager.h
に出力されます。 MCC で付けたポート
名で関数が作られます。



MCCが出力した関数を見に行く２

ここで注目したいのは、「 MCC は軽くてイベント駆動型プログラミングに使いやすい関数を出力
する」ということです。

動作を把握しやすい関数名を付けることはプログラ
ミングの効率に響くので、すぐ下の別名関数
TMR8_LoadPeriodRegister( ) も出力しています。

割り込みを使わなくてもフラグは立つので、イベント
駆動型プログラミングに TMR8_HasOverflowOccered を
使うことは有効です。
フラグの状態を戻り値で返すと同時にフラグクリアも
行うので、ユーザー側でクリアする手間が省けます。



MCCが出力した関数を見に行く３

一通り関数を見てきたので、最初のメインループに戻ってみます。

AD 変換が終了すれば ADCON0bits.GO がゼロになるので、これをイ
ベントとしてチェックします。

AD 変換開始のトリガは Timer8 のオーバーフロー時に自動的にか

かるように MCC で設定したので、 ADC_StartConversion 関数は使
う必要がなくなりました。

103 行目のコメントはおそらく 96 行目からコピーしてきて内容を

書き換えるのを忘れたのでしょう。（ MCC のコメントはしっかり
チェックされていないことが多い）



イベント駆動型プログラミングをする

Scratch のプログラミングパラダイム（基本的な枠組み）はイベント駆動型です。

今回の C プログラムを日本語で表現して色分けすると、こちらもイベント駆動型になっているこ
とがわかります。
数年以内に小学校で始まるプログラミング教育ではおそらく Scratch が教材になるでしょう。
イベント駆動型のプログラミング教育がフロー駆動型よりも先になるのです。
C言語はどのパラダイムでも記述のしかたで対応できるので、先々使ってもらえるプログラムを目
指すならイベント駆動型で書くのがよいでしょう。

Timer8がオーバーフローしたら

LEDをスイッチする

AD変換が終了したら

タイマー周期を変更する



イベント駆動型プログラミングをするときの注意点

メインループを極力スムーズに回し、ループ時間のばらつきをなくすことが重要です。

長い遅延処理は書いてはいけません。

メインループで毎回走るようなタスクはなるべく書かず、タイマーで周期を作るようにします。

イベントを拾ったらタスクをスタートするフラグを立て、タスクはステートマシン化して 1 ループ

1 ステートの実行にします。タスク実行にタイムアウトを付加するのならタイマーを使います。

メインの 1 ループ時間が待てない処理には割り込みを使いますが、割り込み処理内ではレジスタ操
作や値の取り込みだけを行い、時間を要する処理はメインループに回します。

良く知られて枯れた RTOS が存在しない 16F1 でイベント駆動型プログラムを作るのはそれなりに面

倒ですが、 MCC をうまく使えばかなり楽ができると思います。
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